
平成２６年度曽於市一般会計補正予算（第８号）

平成２６年度曽於市一般会計補正予算第８号を提案しますが，今回の補正予算

は，それぞれの事業の確定及び執行見込みによる精算的なものによる増減が主な

もので，歳入については，平成２５年度国の補正予算で交付された，がんばる地

域交付金の追加や事業費の確定等による県支出金や市債等の減，財源調整による

財政調整基金繰入金の減，収入見込みによる使用料や交付額の確定による普通交

付税の追加が主なものです。

歳出については，対象者等の増による障害者福祉サービス費や保育所運営費，

放課後児童クラブ事業費等の追加，県営中山間地域総合整備事業負担金等の県営

事業負担金の追加など事業費の確定及び執行見込みによる各事業費の増減が主な

ものです。また，後年度の公債費負担を減らすため市債元金の繰上償還金を追加

しています。

歳 入

第６款 地方消費税交付金 ９５，５００千円の減額

税率が５％から８％に改正されましたが，交付見込みにより，９５，５００

千円減額しています。

第７款 ゴルフ場利用税交付金 １００千円の減額（皆減）

課税対象となるゴルフ場の閉鎖により，交付額が０円となりました。

第９款 国有提供施設等所在市町村助成交付金 １６８千円の追加

交付額の確定による追加です。

第 10 款 地方特例交付金 １，４２３千円の追加

交付額の確定による追加です。

第 11 款 地方交付税 ３８１，１８７千円の追加

交付額の確定による普通交付税の追加です。

第 13 款 分担金及び負担金 ９，５４０千円の減額

県営特殊農地保全整備事業分担金等の県営事業分担金や養護老人ホーム負

担金等の減，保育所運営費負担金の追加が主なものです。

第 14 款 使用料及び手数料 ７，０３７千円の追加

収入見込みによる過年度市営住宅使用料の追加が主なものです。



第 15 款 国庫支出金 ５２，６２１千円の減額

保育所運営費負担金や学校施設環境改善交付金，がんばる地域交付金等の

追加と生活保護費負担金や臨時福祉給付金給付事業国庫補助金，社会資本整

備総合交付金等の減額が主なものです。

第 16 款 県支出金 １７５，５４３千円の減額

保育所運営費負担金や障害者自立支援事業費補助金等の追加と事業費の確

定または執行見込みによる活動火山周辺地域防災営農対策事業補助金や鶏肉

・鶏卵生産効率化事業費補助金等の減額が主なものです。

第 17 款 財産収入 ３０，３８６千円の追加

土地の貸付料や売払収入の追加と基金利息の確定による各基金利子の増減

が主なものです。

第 18 款 寄附金 １１９千円の追加

育英奨学資金基金寄附金と図書購入基金寄附金の追加です。

第 19 款 繰入金 ５５６，１９８千円の減額

財源調整による財政調整基金からの繰入金の減額です。

第 21 款 諸収入 ３７，３８７千円の減額

資源リサイクル畜産環境整備事業負担金や自主文化事業収入等の減額，公

営住宅火災機構補助金の追加が主なものです。

第 22 款 市債 ７９，４００千円の減額

事業費及び補助額等の確定による減額や中山間地域総合整備事業等の県営

事業負担金の追加が主なものです。

歳 出

第１款 議会費 ３，３３４千円の減額

執行見込みによる減額です。

第２款 総務費 ６０，８７１千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものですが，思いやりタクシ

ー等の運行費の不足により，交通対策費を１，７９９千円追加しています。



第３款 民生費 ９９，０５９千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額と実績見込みに伴う障害福祉サービ

ス費や保育所運営費等の追加が主なものです。

第４款 衛生費 ８０，５５２千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものです。

第５款 労働費 ４，４９３千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものです。

第６款 農林水産業費 ３１９，８４０千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものですが，中山間地域総合

整備事業等の県営事業負担金を追加しています。

第７款 商工費 ２８，９３９千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものです。

第８款 土木費 ７０，２７５千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものです。

第９款 消防費 １２，１８４千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものです。

第 10 款 教育費 ９９，８４１千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額が主なものです。

第 11 款 災害復旧費 ２４，５３１千円の減額

事業費の確定及び執行見込みによる減額です。

第 12 款 公債費 ２１７，９５０千円の追加

平成２５年度借入の返済額確定による利子の減と公債費の後年度負担を軽

減するため元金の繰上償還を追加しています。

， ， ， ，以上で 概要の説明を終わりますが 歳入歳出５８５ ９６９千円を減額し

予算総額は，歳入歳出それぞれ２１，６０８，２７５千円となります。

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。



平成２６年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成２６年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算第３号を提案しますが，今

， ， ，回の補正予算は 保険給付費等の執行見込みによるもので 歳入については

国庫支出金を２３９，２０１千円，県支出金を２２，２７７千円，共同事業交付金

を３３，２４３千円，繰入金を２７，６４１千円それぞれ減額し，国民健康保険

税を３０，６６３千円，療養給付費等交付金を６３，４８８千円，決算に伴う繰

越金を２２４，３７１千円追加するものが主なものです。

歳出については，交付決定により，共同事業拠出金を８，６６１千円，前年度精

算に伴い諸支出金の償還金を８５，６１１千円追加し，執行見込みにより保険給付

， ， ， 。費を７７ ６６９千円 保健事業費を８ １６２千円減額するものが主なものです

歳 入

第１款 国民健康保険税 ３０，６６３千円の追加

収入見込みにより，国民健康保険税を３０，６６３千円追加しています。

第２款 使用料及び手数料 ４４６千円の追加

収入見込により，督促手数料を４４６千円追加しています。

第３款 国庫支出金 ２３９，２０１千円の減額

国庫負担金は，収入見込みにより，療養給付費等負担金を７１，９０４千円，

高額医療費共同事業負担金を７０８千円，特定健康診査等負担金を

９５千円それぞれ減額しています。

国庫補助金は，財政調整交付金を１６６，４９４千円減額してい

ます。

第４款 療養給付費等交付金 ６３，４８８千円の追加

交付決定により，療養給付費等交付金を６３，４８８千円追加しています。

第５款 前期高齢者交付金 ６０２千円の減額

交付決定により，前期高齢者交付金を６０２千円減額しています。

第６款 県支出金 ２２，２７７千円の減額

県負担金は，収入見込みにより，高額医療費共同事業負担金を７０８千円，特

定健康診査等負担金を９５千円減額しています。県補助金は，県財政調整交付金

を２１，４７４千円減額しています。



第７款 共同事業交付金 ３３，２４３千円の減額

交付決定により，高額医療費共同事業交付金を２０，６８７千円，保険財政共

同安定化事業交付金を１２，５５６千円減額しています。

第９款 繰入金 ２７，６４１千円の減額

他会計繰入金は，一般会計からの保険基盤安定繰入金を６，３５８

千円追加し，事務費繰入金を２８１千円，人件費繰入金を３３３千

円，交付決定による財政安定化支援事業繰 入 金 を ３ ， ３ ８ ５ 千 円

減 額 し て い ま す 。

基 金 繰 入 金 は ， 財 源 調 整 に よ り 国 民 健 康 保 険 給 付 支 払 準 備 基

金 繰 入 金 を ３ ０ ， ０ ０ ０ 千円減額しています。

第10款 繰越金 ２２４，３７１千円の追加

決算による前年度繰越金を２２４，３７１千円追加しています。

第11款 諸収入 １１，７３６千円の追加

延滞金・加算金及び過料は，収入見込みにより，保険税の延滞金を

５，６０３千円追加しています。

雑入は，一般被保険者第三者納付金を５，６４１千円追加するものが主

なものです。

歳 出

第１款 総務費 ６１４千円の減額

執行見込みにより，運営協議会費を２８１千円減額するものが主なものです。

第２款 保険給付費 ７７，６６９千円の減額

執行見込みにより，一般被保険者療養給付費を３８，６０４千円，退職被保険

者等療養費を３９，０６５千円減額しています。

第３款 後期高齢者支援金等 ２４５千円の追加

事業費決定により，後期高齢者支援金を２４５千円追加しています。

第６款 介護納付金 ３３２千円の減額

事業費決定により，介護納付金を３３２千円減額しています。

第７款 共同事業拠出金 ８，６６１千円の追加

事業費決定により，高額医療費拠出金を２，８３２千円減額し，保険財政共同

安定化事業拠出金を１１，４９３千円追加しています。



第８款 保健事業費 ８，１６２千円の減額

執行見込みにより，特定健康診査等事業費を３，２７０千円，疾病

予防費を４，０７８千円，保健衛生普及費を８１４千円減額しています。

第10款 諸支出金 ８５，６１１千円の追加

国への償還金を，８５，６１１千円追加しています。

以上で，概要の説明を終わりますが，歳入歳出７，７４０千円を追加し，予算総

額は，歳入歳出それぞれ６，２５６，９０５千円となります。

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。
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平成２６年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

平成２６年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予算第３号を提案しますが，

今回の補正予算は，今後の執行見込みによるもので，歳入については，後期高齢

者医療保険料を２，６７５千円追加し，一般会計からの基盤安定繰入金等を

１，５０５千円減額するものが主なものです。

歳 出 に つ い て は ， 執 行 見 込 み に よ り ， 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納

付 金 を ３ ， ２ ７ ２ 千 円 追 加 し て い ま す 。

歳 入

第１款 後期高齢者医療保険料 ２，６７５千円の追加

収入見込みにより，現年度分特別徴収保険料を２０，２６９千円減額し，現

年度分普通徴収保険料を２２，５８６千円追加するものが主なものです。

第３款 繰入金 １，５０５千円の減額

交付決定により，保険基盤安定繰入金を１，２１４千円，人件費繰入金を

２９１千円それぞれ減額しています。

第４款 繰越金 １，８１１千円の追加

決算による前年度繰越金を１，８１１千円追加しています。

歳 出

第１款 総務費 ２９１千円の減額

執行見込みにより，総務職員給を２９１千円減額しています。

第２款 後期高齢者医療広域連合納付金 ３，２７２千円の追加

執行見込みによる被保険者保険料の追加と交付決定による保険基盤安定分担

金の減額により，後期高齢者医療広域連合納付金を３，２７２千円追加してい

ます。

以上で概要の説明を終わりますが，歳入歳出２，９８１千円を追加し，予算総

額は，歳入歳出それぞれ５３６，３７７千円となります。

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。



平成２６年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第４号）

平成２６年度曽於市介護保険特別会計補正予算第４号を提案しますが，今回の補

正予算は，保険給付費等の執行見込みによるもので，歳入については，保険料を

２０，６５１千円，国庫支出金を３，５３９千円，決算による前年度繰越金を

６８，３３９千円追加し，県支出金を４，７３０千円，繰入金を５４，７４９千円

減額するものが主なものです。

歳出については，地域支援事業費を７，７１６千円減額し，執行見込みにより保

険給付費を３，３４６千円，財源調整により予備費を４０，０３２千円追加するも

のが主なものです。

歳 入

第１款 保険料 ２０，６５１千円の追加

， ， 。収入見込みにより 第１号被保険者保険料を２０ ６５１千円追加しています

第２款 使用料及び手数料 ６９千円の追加

収入見込により，督促手数料を６９千円追加しています。

第３款 国庫支出金 ３，５３９千円の追加

国庫負担金の介護給付費負担金を５，２０１千円，国庫補助金の調整交付

金を３２８千円追加し，地域支援事業交付金等を減額しています。

第４款 支払基金交付金 ６８１千円の追加

支払基金から介護給付費交付金を９７０千円追加し，地域支援事業支援交付金

を２８９千円減額しています。

第５款 県支出金 ４，７３０千円の減額

県負担金の介護給付費負担金を３，４４７千円，県補助金の地域支援事業交付

金（包括的支援事業・任意事業）を１，１５８千円減額しているものが主なもの

です。

第６款 繰入金 ５４，７４９千円の減額

一般会計繰入金は，介護給付費繰入金を４１９千円追加し，地域支援事業

交付金（包括的支援事業・任意事業）を１，１５８千円，その他一般会計繰入金

を３，８８５千円それぞれ減額し，介護保険基金繰入金は，決算見込により

５０，０００千円減額しています。



第７款 繰越金 ６８，３３９千円の追加

決算による前年度繰越金を６８，３３９千円追加しています。

第８款 諸収入 ７４千円の追加

延滞金を７４千円追加しています。

第９款 分担金及び負担金 ８５２千円の減額

地域支援事業負担金を８５２千円減額しています。

第 款 財産収入 １９３千円の追加10
介護保険基金利子を１９３千円追加しています。

歳 出

第１款 総務費 ３，３０９千円の減額

執行見込みにより，一般管理費を９４０千円追加し，職員給や賦課徴収費，計

画策定委員会費をそれぞれ減額しています。

第２款 保険給付費 ３，３４６千円の追加

執行見込みにより，居宅介護サービス給付費を６４，５１６千円，居宅介護サ

ービス計画給付費を１５，５３０千円追加し，その他の介護サービス等諸費や介

護予防サービス等諸費，高額介護サービス等費，特定入所者介護サービス等費を

減額しています。

第３款 地域支援事業費 ７，７１６千円の減額

執行見込みにより，通所型介護予防事業を１，０００千円，訪問給食サービス

事業を１，８００千円減額するものが主なものです。

第４款 基金積立金 １９３千円の追加

決算見込みによるもので，介護保険基金積立金を１９３千円追加しています。

第６款 諸支出金 ６６９千円の追加

国や県，支払基金への償還金を６６９千円追加しています。

第７款 予備費 ４０，０３２千円の追加

財源調整により，予備費を４０，０３２千円追加しています。

以上で，概要の説明を終わりますが，歳入歳出３３，２１５千円を追加し，

予算総額は，歳入歳出それぞれ５，１７６，１０６千円となります。

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。



平成２６年度曽於市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

平成２６年度曽於市公共下水道事業特別会計補正予算第４号を提案しますが，今

回の補正予算は，事業費の確定によるもので，歳入については，一般会計繰入金と

市債を減額し，平成２５年度決算に伴う繰越金を追加しています。

， 。歳出は 事業費の確定による下水道建設事業の工事請負費の減額が主なものです

歳 入

第４款 繰入金 ９，０４７千円の減額

執行見込により，一般会計繰入金を９，０４７千円減額しています。

第５款 繰越金 ６，７７１千円の追加

決算による前年度繰越金を６，７７１千円追加しています。

第７款 市債 ９，５００千円の減額

事業量の減により，公共下水道事業債を減額しています。

歳 出

第１款 公共下水道事業費 １１，５６４千円の減額

執行見込みによる工事請負費の減額が主なものです。

第２款 公債費 ２１２千円の減額

地方債償還利子の減が主なものです。

以上で，概要の説明を終わりますが，歳入歳出１１，７７６千円を減額し，予算

総額は，歳入歳出それぞれ２０２，４７８千円となります。

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。



平成２６年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算（第２号）

平成２６年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算第２号を提案しますが，

今回の補正予算は，事業費の確定によるもので，歳入については，18人槽及び50

人槽の設置による工事分担金の追加，見込みによる浄化槽使用料の減，国庫補助金

の追加や市債の減，前年度繰越金の追加が主なものです。

歳出については，事業費確定による施設整備費の減額が主なものです。

歳 入

第１款 分担金及び負担金 １，４１１千円の追加

18人槽及び50人槽の設置による浄化槽設置工事分担金の追加が主なものです。

第２款 使用料及び手数料 ２，８３８千円の減額

浄化槽使用料の減額が主なものです。

第３款 国庫支出金 ２，３６６千円の追加

事業費確定により，浄化槽市町村整備推進事業費国庫補助金を２，３６６千円

追加しています。

第４款 県支出金 １３８千円の減額

事業費確定により，浄化槽市町村整備推進事業費県補助金を１３８千円減額し

ています。

第５款 財産収入 ６千円の減額

生活排水処理事業基金利子の減額です。

第６款 繰入金 ３７６千円の減額

事務費に係る一般会計繰入金の減額です。

第７款 繰越金 １，６６９千円の追加

決算による前年度繰越金を１，６６９千円追加しています。

第９款 市債 １０，０００千円の減額

事業費に係る下水道事業債の減額です。



歳 出

第１款 総務費 １，０５６千円の減額

生活排水処理事業基金積立金の追加や施設管理費の減額が主なものです。

第２款 生活排水処理事業費 ６，５２９千円の減額

事業費確定による施設整備費の減額であり、浄化槽設置工事費の減が主なもの

です。

第３款 公債費 ３２７千円の減額

地方債償還金利子の減額です。

以上で，概要の説明を終わりますが，歳入歳出７，９１２千円を減額し，予算総

額は，歳入歳出それぞれ１０５，５３１千円となります。

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。



平成２６年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成２６年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計補正予算第３号を提案しますが，

今回の補正予算は，事業費の確定によるもので，歳入については，簡易水道事業

債を追加し，分担金や一般会計からの繰入金を減額したものが主なものです。

歳出については，事業費確定による簡易水道建設費の減額が主なものです。

歳 入

第１款 分担金及び負担金 ４，１００千円の減額

給水開始件数の確定による工事に伴う給水区内受益者地元分担金と加入者負担

金の減額です。

第２款 使用料及び手数料 ５３千円の減額

給水開始件数の確定による設計審査等手数料の減額です。

第３款 繰入金 １０，０４９千円の減額

事業費の確定や市債の増による一般会計繰入金の減額です。

第５款 市債 １０，０００千円の追加

事業費の確定による簡易水道事業債の追加です。

歳 出

第１款 簡易水道事業費 ４，２０２千円の減額

事業費確定による施設整備費の減額であり、簡易水道建設費の減が主なもので

す。

以上で，概要の説明を終わりますが，歳入歳出４，２０２千円を減額し，予算総

額は，歳入歳出それぞれ２２７，４９７千円となります。

よろしくご審議賜りますようお願いいたします。



平成２４年度

曽於市水道事業会計補正予算提案理由書

第４号

鹿児島県曽於市水道事業




